
 

   

 

平成 29年 11月 10日 

住宅局建築指導課 

我が国の免震・制震技術に高い関心 

――インドにおける免震・制震技術ワークショップ報告―― 

 

国土交通省では、我が国の建築分野の技術・基準の海外展開を支援する「新興

国に対する我が国建築基準の普及促進事業」※１を実施しております。 

今般、本事業を活用し、インド共和国ベンガルール及びアーメダバードにおい

て、我が国の免震・制震技術の普及を図るため、構造技術者世界会議※２ の協力

のもと、（一社）日本免震構造協会が「建築物免震・制震技術普及ワークショッ

プ」を実施しました。 

現地の政府関係者、学識者、技術者など２会場で合計約１８０名の参加があり、

免震・制震技術をはじめ我が国の建築物耐震技術に高い関心が寄せられました。 
 

※１ 新興国政府職員等を対象とする技術見学会や制度研修会・セミナー・ワークショップ等を企画・

開催する民間事業者等に対し補助を行うもの。平成２７年度創設。 

※２ 世界から建築構造の技術者、研究者、コンサルタント、建築家、プロジェクトマネージャーな

どが定期的に集まり、建築計画・建築構造等に関して意見交換を行う会議。１９９８年（平成

１０年）にサンフランシスコにおいて第１回会議を開催。 

 

ワークショップ概要 

 

 インドにおいては、２００１年（平成１３年）にグジャラート州で地震があり、死者

２万人に及ぶ被害が出るなど地震リスクの高い地域があり、また、昨年地震リスクの区

分が見直されるなど耐震基準が改訂されたこともあり、建築物の耐震技術には高い関心

があります。 

本セミナーは、構造技術者世界会議（SEWC）の協力を得て、一般社団法人日本免震

構造協会（JSSI）が、日本の建築分野の技術・基準の海外展開を支援する国土交通省補

助事業を活用して、ベンガルール（カルタナカ州）及びアーメダバード（グジャラート

州）の２都市を会場に開催しました。 

 

１．日程・会場 

 

・10月 30日（月）～11月 1日（水） 

ベンガルール グローバル・アカデミー・オブ・テクノロジー（GAT） 

・11月 2日（木）～3日（金） 

アーメダバード会場 L.D.カレッジ・オブ・エンジニアリング（LDCE） 

 

２．主な参加者 

 

 開会式 

（インド側）ＳＥＷＣインド Ｒ．スンダラム会長、チャンドラモーリー事務長、 

ＧＡＴ Ｎ．ラナプラタプ・レディ学長（ベンガルール会場）、 

ＬＤＣＥ Ｇ．Ｐ．バドダリア学長（アーメダバード会場） 

 



 

（日 本 側）在ベンガルール日本総領事館 北川隆行総領事、 

在インド日本国大使館 古橋季良参事官、 

（一社）日本免震構造協会 和田章会長 

 

ワークショップ参加者 

  （インド側）ＳＥＷＣインド チャンドラモーリー事務長、技術者多数、 

国際情報研究所 地震工学研究センター Ｒ．Ｐ．クマール教授、 

ＧＡＴ Ｃ．Ｖ．スリンバサ教授、ＬＤＣＥ Ｃ．サニュイ教授、 

現地政府関係者、研究者、学生 など両会場で合計約１８０名 

  （日 本 側）(一社)日本免震構造協会 和田章会長、沢田研自専務理事など８名 

国土交通省住宅局 水谷明大建築国際関係分析官 

 

３．開催報告 

 

  主催者であるＪＳＳＩの和田会長より、最近の地

震と建築物の耐震設計の新しい考え方をテーマに

講演しました。 

また、その他の日本側参加者より、日本の建築規

制制度、耐震設計の考え方、建築物における免震技

術活用の事例、免震装置の設計、施工、管理などに

おける重要な点などの紹介を行いました。 

各会場の参加者は、ベンガルール約１００名、アーメダバード約８０名を数え、

会場では活発な質疑応答が行われるなど、日本の免震技術、制震技術への高い関心

が寄せられました。 

また、レセプション、プレゼンテーションの合間などにも、両国の技術者、研究

者等の間で活発な意見交換が行われるなど、密度の高い交流の場となりました。 

 

（参考）各会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

国土交通省 住宅局建築指導課 建築国際関係分析官 水谷 

建築技術政策分析官 佐藤 

電話 03-5253-8111（内線 39-502、39-445） 直通 03-5253-8513 

FAX 03-5253-1630 

 

（和田会長の講演；ベンガルール） 

（ベンガルール会場）                （アーメダバード会場） 


